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「三田学会雑誌」84巻4号 （1992年1月）

「銀行の競争力について」へのコメン卜

渡 辺 幸 男

本報告は2 の 「銀行の競争力を巡る議論」と3 の 「銀行の競争力をどのように捉えるべきか」と 

を中心に，「銀行の国際競争力比較の尺度」と 「銀行の国際競争力を規定する要因」とは何かにっ 

いて，まともに論じている。従来具体的な形で論じられてこなかった，「銀行」の国際競争力につ 

いての意欲的な報告ということができよう。

内容的に意欲的なだけに，展開の仕方としては，2 っの側面が明確に整理されていない部分が存 

在する。論旨を2 つの側面それぞれについてまとめ，展開したほうがより分かり易いものになった 

のではないかと思われる。

以下の具体的な内容についてのコメントは，金融制度や銀行資本の競争については全くの門外漢 

である筆者が，産業資本の国際競争にっいてこれまで学んできた立場から，門外漢としてある意味 

で勝手に行なうものである。違う分野の人間が，「競争」を考えるのには，という視点でコメント 

することも，全く無意味なことではないと思っている。

本報告を読み，先ず銀行資本の競争を考える議論として気になった点は，ここで取り上げている 

「銀行の競争力」の比較とは，誰と誰が，どのような市場で，何をめぐって，何を主たる競争手段 

として競争している「競争」の比較なのかという点である。さらに，競争力を比較する際，銀行の 

出自国がどのような意味を持っているのかという点である。

すなわち，本報•告では「邦銀」と 「米銀」等が直接的に比較されている0 「銀行の競争力」とい 

うとき，その比較される主体を「邦銀」といった国別に見た一般的な銀行総体，あるいはその平均 

像とも言うべき概念で代表させてよいのか。本報告では，暗黙の了解は別として，明示的には「日 

本の銀行」一般で議論されている。日本の家電メーカーが国際的に見た家庭用V T R 市場で圧倒的 

な強さを持っているような意味で，「日本の銀行」が強いかどうかを議論してよいのだろうか。家 

庭用V T R の場合であれば，日本メーカーが日本国内の高度な精密加工能力基盤を背景に世界を制 

覇している。しかし，「日本の銀行」が日本の金融制度を背景に，V T R のような形で言えるような 

強さを■ しているとは思えない。もし総体として言うのでないならば，「日本のA 銀行」あるい 

は 「日本の特定銀行群」と 「他国の対応する銀'行 （群) 」に特定して比較する必要があろう。

次に問題としたい点は，競争する市場を限定しないで，一般的な強さを語ることが可能かという 

点である。市場の条件が米国市場やュ一ロ市場で異なれば，同一の企業同士競争していても優劣が
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市場ごとに異なるということが考えられるのではないか0 どの市場でも共通する競争上の優位をも 

たらす条件を考えることは妥当とは思えない。これも家庭用V T R 市場のような場合であるならば, 

ほぼ単一の世界市場に近いものを考えることができるので，どこの市場での競争力かを問題にしな 

いでもよいと思う。しかし銀行の場合は，各国市場や国際市場間で制度的な差異が大きく，米国市 

場での外銀と米国銀行，ュ一ロ市場での各国銀行，第 3 国市場での外銀同士の競争といった形で考 

える必要があると思われる。いかがであろうか。

さらに，もし以上のように多様な市場が存在するということになれば，市場により優位性を発揮 

子る側面が異なるのではないか i いう疑問が生じる。競争力についてのS 本的な必要条件はあると 

しても，そのうえである市場ではある面での強さが優位につながり，他の市場では異なる側面の優 

位が強さにつながる，ということが言えるのではないか。「銀行の競争力の国際的な格差」といっ 

た形で一般化できるのかという疑問である。

産業資本の競争の例で言えば，V W のビ一トルが高い競争力を保持した状況と，モデルチェンジ 

が頻繁な日本車が優位を発揮している市場状況とを対比して，一般的な意味での「競争力比較」を 

することが可能かということである。

国際金融市場における，各市場の状況の差異，あるいは時系列的な環境変化が，優位性を発揮す 

る側面の重点を変えることがあるならば，競争の主体が誰かだけではなく，どのような市場での競 

争を問題とするのかを限定，あるいは明示して議論する必要があろう。

以上，産業資本の競争力の国際比較を研究テーマの1つとしているものとして，全く不案内な金 

融市場での競争の状況を無視し，ごく一般的なコメントを一方的に述べさせてもらった。産業資本 

が競争している市場とは異質な市場での競争，そしてそこでの競争力を問題とする本報告から，産 

業資本の競争を考える5 えでのいくつかの示唆を得ることができた。最後に，このような示唆を得 

たことについて，報告者と本コンファランスに出席の機会を与えて下さった浜田教授に感謝の意を 

表したい。

(経済学部教授)


